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1 背景
近年のWeb検索エンジンの研究動向とし
て、検索対象ページを増加させること、およ
び検索精度の向上が挙げられる。その他に、
ユーザーの検索要求に対して大量のページが
ヒットすると、その中から目的の情報を探し
出すのはユーザーに取って大きな負担になる
という問題も存在し、これに対する対策は大
きな研究課題となっている。上記のような問
題が発生した場合、検索者は検索対象に対す
る不十分な知識をもとに試行錯誤によって適
切な検索キーワードを決定しなければならな
い。また、検索によって得られたWebペー
ジの集合のうちの、どのWebページが目的
とする情報を十分に含んだページであるかを
判断するのは困難であり、手当り次第に閲覧
しながら手探りで情報を探さなければならな
い状況に陥ることも多い。
また、現在の検索エンジンでは検索結果が
上から順に順位付けされて表示されるが、本
来情報の質というものは単一の指標で測るこ
とができるものではなく、検索者それぞれの
趣向や検索者が調べようとしている分野に対
する考慮がなされているべきものである。
これらの問題を解決するための一手段とし
て、検索結果として返されたWebページ群
から絞り込み検索に用いることのできる語句
を抽出し、ユーザーに対して提示することに
よって、ユーザーの絞り込み検索をサポート
するというアプローチを考案した。
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2 目的
これらのことを踏まえ、本プロジェクトの

目的を以下の 2点に設定した。

1. 検索結果として示されたWebページ
群から絞り込みに適すると思われる語
句を抽出する手法を開発する。

2. 実際にユーザーインターフェースを
開発し、上記によって抽出した語句を
ユーザーに対してどのように提示する
かを検討する。

3 開発の内容
3.1 語句の抽出
本プロジェクトでは、絞り込みのための語

句を抽出する方法として酒井ら [1]によって
提案された手法を用いた。今回、検索によっ
て得られた文書群S中のある文書 sにおける
単語wの重みを、複数文書中での出現頻度の
差を考慮して以下のように定義する。

W (w, s) = tf(w, s)× log(|S|/df(w))

×log(dt(w)/tf(w, s))× log(|S| − n)

tf(w, s):文書 sにおける語wの頻度
df(w):上位文書群Sにおける語wを含む文書
数
dt(w):上位文書群 Sにおける語wの頻度
n:文書 sの順位
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全文書群Sにおける単語wの重みG(w)は
以下の式で計算される。

G(w) =
|S|∏

n=1

W (w, sn)

以上の式によって単語の重みG(w)を計算
し、これらの上位から任意の個数を選択し、
絞り込みのためのキーワードとして提示した。

3.2 ユーザーインターフェース
ユーザーインターフェースは、前項で述べ
た処理によって抽出した語句を最大限に活か
すように意識して設計を行った。
本プロジェクトでは、以下の特性を持つイ
ンターフェースを開発した。

• 一覧性の低下および下位文書の軽視と
いう問題を解決するために、検索結果
は２次元平面上に散在させる。

• 絞り込みのために抽出したキーワード
と検索された文書それぞれとの間の関
連を色分けという形で表現する。

3.3 実装
以下のソフトウェアにより構成されるシス
テムを構築した。

• 検索エンジンフロントエンド部
• HTTPクライアント部
• テキスト抽出、整形部
• 形態素解析機フロントエンド部
• キーワード抽出部
• XMLレンダリング部
• 接続待ち受けサーバー
• Flashインターフェース部
• 起動用CGIスクリプト
• 検索エントランスページ

サーバー側の処理部はRubyを用いて記述
し、形態素解析器にはMeCabを用いた。ま

た、クライアント側のユーザーインターフ
ェースは Flashを用いて構築した。
開発したユーザーインターフェースのスク
リーンショットを図 1に示す。

図 1:開発したインターフェース

4 従来の技術との相違
今回開発したユーザーインターフェースは

標準的な検索インターフェースの機能に加え、
以下の機能を持つ。

• 検索結果を平面上に並べることができ
る。

• 検索結果をさらに分類する語句を表示
し、語句をクリックすることで絞り込
み検索を行うことができる。

• 語句を選択することで、その語に関係
が深い文書に色付けを行うことができ
る。

• 検索結果を表すボタンは自由に動かす
ことができる。

これらの機能により、ユーザーは最初の一回
を除き、マウス操作のみで検索を続行するこ
とが可能になる。
また、色分け機能により、ページにジャン

プする前にページの内容に対する見当をつけ
ることができ、ユーザーの余分な操作を減ら
すことが可能になる。

2/3



5 期待される効果
ソーシャルネットワーキングやWeb広告へ
と広がりを持つ、検索エンジンを中心とした
技術分野は、単なる適合率や再現率にとどま
らず、様々な指標での高レベルな使いやすさ
が求められるようになり始めている。それに
伴い、少数の企業の運営するサービスの寡占
的な状態から、比較的小さな企業による様々
な「付加価値」を持ったサービスが多数出現
しそれぞれの価値を主張する方向へ、少しず
つ動きだしている。
本プロジェクトの成果も、その流れに乗り、

「検索の楽しさ」を演出する検索エンジンと
して、あまり普段検索エンジンを利用するこ
とのないユーザー層を中心に利用者を増やし
ていきたい。

6 活用の見通し
現在は検索要求を受け付けるたびにWeb
サーバーからページの内容を取得する構造に
なっている。これはサーバーマシンの処理能
力上、検索サーバー内にWeb上の文書を保
存してそれを利用するのは非現実的だという
理由による。しかしこの構造だと、応答の遅
いWebサーバーの応答時間に、検索サービ
ス自体の応答時間が律速されてしまうという
問題が生じる。現在、１クエリーを処理する
のに要する時間は 10～15秒ほどであり、こ
の７割前後をWebページ取得のために費や
している。
この問題を解決するために、検索サーバー
内へ良く用いられる文書をキャッシュしてお
く方法、また、語句抽出の補助にシソーラス
のような静的な言語データを用いることによ
って文書自体への依存度を下げるというアプ
ローチが考えられる。
今後はこの点を重視して開発を進め、早期
にサービスを提供できる状態にしたいと考え
ている。
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